<ORIGINAL>Fatigue Properties of Nailed Wood-Metal Joints by 林, 知行 & 佐々木, 光
Title<論文>鋼板くぎ打ち接合部の疲労特性
Author(s)林, 知行; 佐々木, 光








鋼板 くぎ打 ち接合部 の疲労 特性*





tensionwere madeonthe butt-JOlnted2×4sizedsprucespecimenwith twoflatmetal





(1)The relationship lJetWeen applied repetitive load (Pr)aI-d numbel,OrCyclesto




























































木材研究 ･資料 第17号 (1983)
ト35425t25t351
●●●●


















































































leveland ramp-load test (perIlapS
alsoincreeptest).
Fig･7･Specimen failed through fatigueof
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力はメタルプレー トコネクタ 接ー合部4)のように終局耐力の1/3の値 (-290kg)ではなく,相対変位0･762
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クリー プ試験で得られた時間と相対変位の増加量の関係を Fig.12に示す｡ たて軸は七分後の相対変位
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かる｡ この値はまた Fig.10において, 静的荷重に対する変位の増加率が急激に増加するノ酎こ相当してお




常,正弦波のくり返し荷重における effectivevalueは 1/再 が用いられているが, ここでほ より短時問
側に見積った), 疲労試験のくり返し速度が 100rpm であるから Fig･11における 102, 103,104及び 105
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